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(題字は初代学長 山田守英氏)
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医学科の新入生を迎えて

学 長 清 水 哲 也

苧浄さ ノし、 入ご弛お め 『Cと う1

希 望 に満 ち あ ぷ れ る 、 ・人 、 ・人の 輝 く ば か りの

ノ乏情 をn!る に っ け 「入 試1と い う難 関 を 越 え て 、 兄

唯 、 栄 冠 を か ち と ら れ た 皆 さ ん へ 、 あ ら た め て 、心

か らび〉#兄福 を 贈 り ま す 、、

そ して ま た 、 優 秀 な新 入 生 の 皆 さ ん を 、 今 日 ま で 、

f塩 に か け て 、 は ぐ くみ 育 て て こ ら れ た ご 父 兄 の 皆

様 へ 敬 意 と祝 意 を捧 げ た い と思 い ま す,,

新 入 生 の 皆 さん が 、 本H、 只 今 か ら 、 そ の 第 一歩

を踏 み 出 そ う と して い る医 学 の 道 は 、 決 して 単 な る

診 療 技 術 そ の も の を意 昧 す る も の で は あ り ま せ ん,,

診 断 技 術 や 治 療r技 と い っ た 技 術 的 な こ と を学 ぶ

前 に 「医 の 心 」 、 あ る い は 「医 の 原 点1に 深 く思 い

を馳 せ て ドさ い 、,今 日 、 「社 会 」 が 求 め て い る1期

待 さ れ る 医 師f象」 と い う もの が 、 如1可 な る も の か を 、

今 目 と い う 日 に 是 非 と も 真 剣 に 考 え て ほ し い の で

す,,

そ の た め に は 幅 広 い教 養 を 身 につ け 、 豊 か な 人 問

性 、 自f:N'Jな 判 断 わ を 常 に 養 い 、 よ り 高 度 な 社 会 性

を 身 に つ け る必 要 が あ り ま す,,「 初 心 忘 るべ か らず 」

で す,、

そ して ま た 、 た だ 単 に 、 専 門 分 野 の み に と ど ま ら

ず 、/¥般 に わ た る 広 い 視 野 と 高 い='rJLIrfaを保 持 し'Cド

さ い,,

人間 性 あ ぷ れ るuv.sr.かな 感 性 と 「病 め る 人 達1へ の

限 り な い暖 か さ に 満 ち満 ち た 医'9;そ生 で あ ・,て ほ しい

の で'1＼、

さ ら に は 生 命 倫 理 に 対 す る深 い 畏 敬 の 念 を 片 時 も

忘 れ 一ボ、 常 に 病 め る 人 た ち の ・「ノ1場に 立 っ 二と 、つ ま

り 、 人 の 痛 み を わ が痛 み と と ら え る こ と の で き る 医

療 者で あ る た め に は 、iitに 医 学v)み で な く、 そ の 周

辺 領 域 に 係 る知 識 と深 い 教 養 を 是 非 と も学 び と 一iて

r貞きノとい 、、

皆 さん が 本 学 で 学 習 さ れ るの は 、 単 な る 医 学 知 識

だ41で あ ・)ては な り ま せヲ・、 八 間 性 の 成 長 こ そ が 基

瑠業と な り ます1-,

朽口日1ヂ13'J,lt:しノ)薯㍉IF「4義」ヒL一 才りJJち ・厚1補々E♂)卜 ・

日」 か ら 影 くの こ と を学 び取 る 二 と が 出 来 ま す1苦

悩 の 末 に 白 殺 を は か り脳 死 に 陥 っ た 我 が 子 を 看 取 っ

たr記 に 、 現 代 医 学 は 治 癒 の 見 込 み の な い 患 者 を 兄

放 し が ち だ が 、 死 が避 け ら れ な い 者 こ そ 、 か け が え

の な い ・「1・Hを 大 事 に す べ き で あ ・♪て 、 夕Eに ゆ く

者 の 時 間 を最 大itに 輝 きの あ る も の に す る た め の 支

援 が 必 要 で あ ろ う と述 べ て お り ま す,,

医 師 に厳 し い み か た をす る著 者 が 、 息fの):7n医

の 「脳 死 で あ っ て も最 後 ま で お 世 話 を し ま す 」 と い

う 言葉 に 、 あ らた め て 医 師 に 対 す る 信 頼 感 を も っ た

と糸占ん て塾お り ま 『ナo

医 師 こ そ は 、 患 者 と と も に 、 と き に は死 の 川 を 渡

る 船 の 船 頭 と して 、 患 者 を彼 岸 に送 り届 け る 役 割 を

担 うの で す 、,死 に行 く患 者 に 、 死 ぬ こ と は 怖 く な い

と 勇 気 プブけ 、'女'じ・させ る 義 務 が あ り ま す,,こv)こ と

は 医 学 の 、 そ して 医 療 の もつ 側 面 を あ ま す こ と な く

訂モっ て い ま すL,

今 や 医 学 は 、 激 動 す る 社 会 現 象 か ら 隔 離 さ れ た

「病 院 」 の な か に の み 孤 立 して 存 在 す る もの で は な

く な りつ つ あ り ます 、,

し た が 一)て6年 間 と い)限 ら れ た 期 間 に 幅 広 い 教

養 と医 学 の 導 門 的 学 習 を μll立させ る た め に は 、 必 ら

ず し も 一・般 教 育 、 専 門 課 程 と い う形 式 自勺な 区 分 に と

ら わ れ る こ と な く 、 全 体 を ・貫 と した 観 点 か ら考 え

る必 要 が あ り ます 、、

本 学 で は 、 そ(ノ)教育 効 果 を11:x]待して 、 開 学 当 初 よ

り6f卜 寸r孝気=育と い う思 烈{に 立 肱Uし た カ リキ7ラ ム

を 実 施 して お り ま す

した が っ て 、 一・般 教 育 と い う呼 び ノJも基 礎 教 育 と

い)名 称 に 変 え ま した1本 学 で 実 施 さ れ て い る 、 統

含 医 学 型 の 利 点 は 、 学 習 の 効 率 化 に 連 な り ま す,,

お わ り に 「部 活1な どの 課 外 活 動 に も 積 極 的 に 参

bll.て 強 靭 な 肉 体 と強 い 意 志 力 の 滴 養 に も 努 め て ト

さ い.希 望 に 満 ちあ ふ れ た 諸 君 の 前 途 に 、 再 度 、 祝

福 を送 って 、 式 辞 と致 し ま す 一
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人間の何かへの問い一真理の追求の場

新入生の皆 さん、入学おめで とう。皆 さんの入学

を心か ら歓迎 いた します。旭川 は 自然の恵み を受 け、

大雪 山系や十勝 山系 を背景 に して、石狩川 を始め と

して忠別川や美瑛川 などが流 れてい ます。旭 川医科

大学は、 まさにこの 自然の恵み を受 け、旭川市の静

かな郊外地 にあ り、勉学の環境 のいい場所 にた って

います。

皆 さんは第24期 生 と して人学 されま した。多 くの

優 れた先輩 た ちをもち、 よ うや く旭川医科大学 と し

てのカ ラーもで きつつ あります。 よ き校風 を受 け継

ぎ、新 しい校 風をつ くっていただ きたいと思い ます。

私 た ちはいつ も時の流れの なかで 、生 きて います。

それだけ私た ちはいつ も変化 の相 におかれ、生 きて

いかなければな りません。ですか ら、皆 さんは この

大学で学ぶのにあた り、積極的 に自 らの主体性 をも

って新 しい校風 をつ くりあげ るよ うに努 力 していた

だ きたいと思 います。

これからの大学は変わってい くことと思い ます。

若 い力で新 しい大学っ くりに皆 さんが参加 して くだ

さい。 しかしながら大学 は大学で ある限 り変わ らな

い ことが一つ あ ります。 それは大学は真理 の追求す

る場で あることです。大学 が真理 の追 求 を止め るこ

とはありませ ん。その ことを心 していただ きたいの

です。そ うす ると自ず と皆 さん が大学 で しなければ

な らない ことが理解 で きるに違 い あ りません。

皆 さんは医学部 に入 られま した。ですか ら、大学

を出 ます と、医師あ るいは医学研 究者 にな るわけで

す。 そうした専門家 になるため に、大学 で学ぶので

す が、医師 になることは実 に大変 なことです。医学

の技術 の修得 は無 論のことですが、何 よ りも人間理

解 が必要 にな ります。人間 とい う生 き物 は実 に複雑

です。いろいろな思 いに生 き、い ろいろなもの をつ

くり、 さまざまな価値観 を抱 き、 さま ざまな仕方で

生 きている生 き物です。 その生 き物 が病 いにな り、

それからの癒 しを求め、病院 にや って きます。 それ

医学科第1学年担当 岡 田 雅 勝

に関 わるの が、医師 なのです。

医師 は全て患者 を癒す ことはで きません。患者の

病気 も多様 です し、癒す ことがで きない病気 もた く

さんあ ります。そ もそもどん な患者 も結局 は決 まっ

て死 にいた ります。 この よ うなことを考 えると人間

とは何 かとい う問題 こそ最 も重要 な問題 なのです。

可能 な限 り、皆 さんは人間の何 かの問いを問 い続 け

るよ うに努力 して くだ さい。

先 ほど大学 は真理の追求の場 であ ると言 いま した。

最 も必要 な真理 は人間の何 か を問 うこ とだと思 いま

す。 これ に答 えることは容 易 にはで きません。 しか

しこの問い を問 うことに若者 の特権 があろ うと思 い

ます。若い情熱 を人間理解へ注 いで くだ さい。人間

理解 は、科学、芸術 、スポーツ活動、旅行 、社会奉

仕 など色 々な機会 にで きます。 そ うした ものへの飽

くことなき探求 は、無 論必要 なことで、若 さがいろ

いろなものへの探求 を可能 にさせ ています。

また青春時代 を有意義 なもの にず るよ うに努 力を

して くだ さい。人間は 自分一人で生 きてい くこ との

で きな い存 在 で あ るこ とに心 して くだ さい。多 く

の人々 と交 わ り、 多くの仲 間の人 たちをもつ よ うに

努めて くだ さい。 そ して真 の友人 をっ くって くだ さ

い。友情 は人生 を豊か にいた します。人 々との真 の

交 わりにいろいろな可能性 が芽生 えます。

若者であることから本 当にいろいろな可能性 が開 か

れ ます。で も、 その可能性 を開 き、未来 に羽ばた く

の も、一 人一人の姿 勢の問題 にな ります。皆 さん一

人一人 が自分の人生 に挑戦 し、豊 かな学園生活 を送

られ るよ うに切望いた します。
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平成8年 度医学科入学者名簿1
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看護学科の新入生を迎えて

学 長 清 水 哲 也

皆 さん、入学 おめで とう。

希望 に満 ちあふ れる、一人 、…人の輝 くばか りの

表情 を見 るにつ け 「入試」 とい う難関 を切 り抜 けて、

見事、栄冠 をかちと られた皆 さんへ、 あ らためて、

心 からの祝福 を贈 ります。

そしてまた、優秀 な新 入生 の皆 さんを、今 日まで

手塩 にかけて、は ぐくみ育てて こられたご父兄の皆

様へ敬意 と祝意 を捧 げたい と思 い ます。

皆 さんは、本学医学部看護学科 の第1期 生で あり

ます。

1期 生の動 向は、 その後の看 護学科 の運 命 を決 め

るといって も過言で はあ りません。

た とえば、医学部医学科 の1期 生 につ いて 申 しま

す と、この1期 生の諸君が入学 した時 は、校舎 など

全 くなく、ただ広漠 とした原野 がそ こにあるといっ

た状況 で、もちろん事務部門の建物 もな く、教育大

学旭川校 の老朽化の ため既 に閉校 になって しまって

いた附属小学校 の旧校舎 を支柱 で補強 した状態で、

11月5日 の入学式 の翌 日か ら授 業 を開始致 しま した

が、校舎 の窓 からは粉雪 が吹 き込 んで きて、暖房設

備 もス トーブのため、学生諸君 にはオーバ ーコー ト、

手袋の着用 を許可 した程で した。廊下 や体育館 には

常時、数セ ンチの雪 が積 もってい ました。

まさに、学生諸君 も教官 も歯 を食 い しばっての辛

い辛い毎 日で した。 この授業風景 は、数 カ月続 き、

翌年の5月13日 から新校舎 に移転 す るまで 、この苦

難の 日々が続 いたので した。

これだけの十字架 を背負 って出発 した1期 生の6

年後の医師国家試験 の成績 は、実 に全国第3位 とい

う素晴 らしいもので した。

1期 生 によって作 られたこの実績 は、次 々と引 き

継 がれ、昨年春の17期 生の国家試験 合格率 は全国81

大学中、第2位 とい う好成績で あ りました。

皆 さん も、現在は、医学部医学科 の既 にある建物

を取 り敢 えず利用 しての条件 の整 わない もとでの授

一5

業 が当分続 きます が、明年度 か らは看護学科の7階

建の ビルの工 事が始 ま り、平成10年 度中 には新 しい

ビルに移転 がで きます。

銀 難汝 を玉 にす 、とい う 「言葉」 があ ります。大

学 における新 しい学科の創設 には、この種の非常事

態 がっ きまといます が、当分 の間 は我慢 を して、是

非 とも、医学部医学科1期 生 のよ うなよ き伝 統 を作

って頂 きたい と思 います。

今、我が国 には人 口動態 の急激 な変化 による、各

種の社会事象 が惹起 されています。

このたゐ には、新た な医学 ・医療 に対す る社 会的

ニ ーズが生 じて参 ります。 したがって、高い レベル

の看護職 者 として広 い教養基盤 に支 えられた豊 かな

人間性 と問題解決能 力と国際性 を備 えた資 質の高 い

人材の養成 こそが急務 となって お ります。

看護学科 の教育理 念は、あ らためて申すまで もな

く、 「生命の尊厳」 を第一義 とし、人間性 を?tai養し、

看護学の理論 と実践 を きわめ、看護領域 におけ る諸

問題 を統合 した 「かたち」 で とられ、 その うえで 自

ら問題 を解決 す る能 力、problemsolutionと い われ

る自主的問題解決能 力を身 につ け ることによって、

他 の看護職者 を指導す る能 力と識見 を持 った看護職

指導者 を養成す ることにあります 。

またカ リキュ ラムについて も、国際性 を身 につ け

て頂 くため に語学や 、 さらには また現今 のn情 報社

会」 に対応で きる数理統計情報処理 の講義や実習、

あ るいはまた、最北 の地 にある国立医科大学 と して

寒 さと 「からだ」 の問題 を考 える 「寒冷地域看護論」

な どを特徴 ある主課題 と して位置付 けを致 して お り

ます。

希望 に満 ちあふれた皆 さんの前途 に、再度、祝福

を贈 って、式辞 と致 します。

'

'
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看護学科の歴史を創 るために

看護学科第1学 年担当 野 村 紀 子

御 人学おめで と ラご さい ます。

今新 しい気持 ちで 、スター トラインに疏っているこ

とと思 います、,ご存 じの通 り、皆 さんは 当学科の第

1期 生です,,こ のこ とは、第1期 生であ る皆 さんが

看護学科の これか らの歴 史を作 り上げてい くこ とで

もあ ります。'F成 の この時代 に、看護教 育が大学で

行 われることは、全国 レベ ルで考 えると特別珍 しい

事ではな くなってい ますC、この学科 も42番 目にで き

た ことにな ります、,その証拠 に北 海道 で も3番 目の

看護学科 となってい ます。 しか し、先粥格の いろい

ろな看護学科 も設 凱の時期 にそれほ どの違 いはあ り

ません。 その意味で も、皆 さんが作 りLげ る看護学

科 と しての歴 史には、具体的 なモデ ルが少ないと言

わ ざるを得 ません,,し か し、 とて も十=いなことに、

本大学 の医学部の諸先生 一1`務局 の皆 さんや学生 さ

ん達 は 大変好意的で、 この看護学科 の設立 に対 し多

大なご協 力をいただ きま した、,たとえば、今まで使

っていた講義室 を看護学科 専用に空けていただ きま

した し、実 習室 も併用で きるよ う準備 し、学生 玄関

ホー ルを縮小 して、更衣室 も作 っていただ きま した。

図 階:館の スペ ースに して も同 じです。医学科の学生

さん達 は、看護学科の新入生 を受け人れ る準備 さえ

して くれてい ます、,清水哲也学長 を始 め として、旭

川医科大学 ・病院、 そ して看護 部 などすべての人た

ちが、看護学科の皆 さん を喜んで迎 えて くれている

ことを生涯忘 れないでいてほ しい と思 い ます。

大学での看護教育 は、道 内ではあ まり知 られてい

ないよ うで、この学科 を終 えると看護管理者 ・看護

教育者 あるいは看護の リー ダー シップをす ぐとれる

人になると理解 され がちですが、それは正 しい理解

ではありません。 もちろん臨床 で看護婦(十)な ど

と して什 事につ くことも可能 であ り、それを希望す

る人 もい るで しょう。 しか し、管理者 ・教育者 ある

いは看護の リーダー シップがす ぐとれるよ うになる

こととは同義語では ないのです。 ただ、看護学科 を

卒業す ることで、看護 の修士課程 や博士課程での学

びが可能 となることが、看護学科での学 びの特徴 で

ありますo

I970年 に ミネソ ダ大学病院 で試行 され、確 、k・発

表 された看護 方式 にプ ライマ リ ・ナーシ ングとい う

方法 があ ります。 この時、看護 を実践 す る看 護婦 を

プ ライマ リ ・ナー スと表現 します 、、この プ ラ イマ

リ ・ナー スを別 に、 「3っ のAを 持 つ看 護婦1と 表

現す ることもあ りますUこ の 「3っ のA1と は 、

Accountability,Authority,Autonomyを 指 します。

すなわち、充分な教育 を受 けた看 護婦(士)が 、自己

の判断 に基づ き全責任 を持 って看護 を計画 し、患者

と全入院期間 を通 して直接 に1対1の 関係 を確立 し

て看 護 を進め るOこ の方法 で看護 を実践 す るには、

「3っ のAlが 必要 と され ると言 うことです。 もっ

と具体的 にriえ ば、看護の実践 には、責務 ・権限 を

持 ち、かっ看護婦(士)自 身が自律 してい なければ

ならない と言 うことにな ります。 自律 とは、自分 を

律 す ること、あるいは自分の足で 、アっ ことでもあ り

ます。

これ らの言葉は、何 も看護婦(上)の 仕 駐に限 っ

た ことで はありませ んので、大学生 となった今か ら

心 してほ しい と思 います、,また、新 しい学科 であ り

モデルが少 ない と巾 しま したが、だか らこそ、第1

期生で ある皆 さんの姿勢 ・態度 ㌔ 亨動で これか らの

看 護学科の ありノ∫が創 られてい くことになります,,

新 しいとい う点 では、看護学科の教官 もまた新 しい

気持 ちでス ター トライ ンに立 って います。教官の気

風 としては、自主的 に何事 も前向 きに望 み、それぞ

れの個性 を尊重 し、白由であ りたいと考 えてお りま

す。 白由であ ることは、 また自己の責任 が問 われ、

N律 して いなければな りません。

看護学科 での4年 間の学 びは、 一般 の 大学生の間

で 言われ るような決 して廿 いものではあ りません。

看護の学 びは、講義や演習 ・実習以前に、自己を知

ることで あり、自己の啓発 に努め ることです、,この

4年 問の 大学 生活 を充実 させ るため に、何 をど うす

るかこの機会にぜ ひ考 えてほ しいと思 い ますnで は、

元気 に一緒 に歩 き始 めま しょテ,

6
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( 旭川医科大学医学部看護学科の授業科目の

履修方法、試験及び進級等取扱規程について

皆 さ 〆、が ノ焔 、 暢 」 ・う圭6の 間 ・り授 斗、利 月 ・'耀f蔭 単1'戸)

修 得 、近 級ICi+2に4≧ る」附 及い は.二 の 規 程 に りヒめ ら れ ⊂い1

5
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一
(履修の許可)

第4条 学畏は前条第1項 の周修届の提 出があった場合は、必修

科 目の履修状況等 を勘案 し、履修 を許可す る。ただ し、選択科

目(助 産婦)の 履悠届 の提出 があった場合は、第3学 年前期 ま

での学修 の評価及び面接等 を総 合的 に勘案 し、履修 を許可す る。

鰹 ㍊欝 難 灘霊雛鷹姻
(試 験)

第5条 学則第11条 の規定 に定 める試験 は、定期試験 、追試験及

び再試験 とす る。

2前 項 に定め る試験のほ か、担 当教官 は中間試験 を随時行 うこ

とがで きる。

3定 期試験 は、学年末 に行 う。 ただ し、学 年の途iで 終 ∫した

授 業科 「1にっ いては、学年末以外の時期に行 うことができる。

4追 試験は、定期試験の受験 資格 を有する者 が、疾病 その他 の

事由により当該試験 を受験で きないときに、あらか じめ定期 試

験欠席届(別 紙様式第2号)を 学長 に提出 し、正当な理由 とし

て認め られた者 に対 して行 う。ただ し、やむを得 ない事由 によ

りあらか じめ届 け出 ることがで きなかった ときは、その事由 を

付 して直 ちに届 け出 なければならない,,

5再 試験 は、定期試験 又!.i追試験 を受験 し、不合格 となった者

に対 して行 うことがある,,

試験期間につ いては、しお り14ペー ジの学年暦に記載 してい

ますが、その都度掲示 しますので必ず確認 して くだ さい。

追試験は、疾病その他の事情で定期試験 を受験 で きない とき

に、正当 な理由 として認め られた場合行います。

再試験 は、定期試験 又は追試験の不合格者 に対 して行 うこと

があ ります。

どちらの場合 も実施 については、 その都度掲示 しますので必

ず確認 して ください。

試験 を欠席す る場 合は、定期試験欠席届を必ず提 出 しなけれ

ばな りません。

(試験の受験資格)

第6条 定期拭験 は、各授業科 目の講義 、実験 、実習及び実技の

それぞれの時 間数の3分 の2以 ヒ出席 しなければ受験 すること

がで きない。

22人 以r.の 教官 が担当する授業科liに っいては、各担当教官

ごとに前項のL4に よることがで きる。

3特 別の理由により所定 の出席時間数 に達 しない者で、当該授

業科 口の#n.当教官 がその理由 を認め、かく)、教 務委員会の識 を

得た場 合は、 この限 りでない。

各授業科 目の講義 、実験 、実習及び実技の それぞれの時 間数

の3分 の2以 上出席 しなければ定期試験 を受 けることがで きな

いの が原則 となって おります。

やむ を得ず欠席す るときは、必ず欠席届 を提 出 してください。

(学修の評価)

第7条 試験 その他の審査による学修 の評価は、優 、良、可及び

不可の4種 と し、優 、良及び可 をn格 とし、 不可を不 合格 とす

る、,ただ し、2学 年以Lに またがる授 業科 目で履修途中 におけ

る学修 の評価 は、合 又は否 とす る。

試験の評価 は優 、良、・∫が合格で不可は不合格 となりますn

2学 年以⊥ にまたがる授業科 日(専 門科 目のみ)の 履修途中

における学修の評価 は、合又は否 と判定 します。

進級留置 された者の2学 年以上にまたがる授業科 目の取 り扱

いについては、第11条 で説明 します。

(成績等の通知)

第8条 成績等 は、各学年末に学生へ通知す るものとす る。

各人の成績の通知あ 日時等 は遍示によ りお知 らせ しま丈。

(単位の修得等の認定)

第9条 授業科 目の 単位修得又は履修の認定 は、第5条 第1項 に

定め る試験その他の審査 に基づ き担'li教官 が行 うものとす る。

ただ し、2人 以 ヒの教官 が#n当す る授業科 目の うち、各担当教

官 ごとに単位修得又は履修の認定 がで きない授業科[に ついて

は、各担当教官の合識 によるものとす る。

2前 項の規定 に定 めるもののほか、第5条 第2項 の規定による

中間試験 等の成績 を参考と して授業科 目の単位修得の認定を行

うことがで きる。

「
この条文は、授業担当教官 が単位の認定 に当た る際の取 り扱

いです。

(留 置)

第10条 次の各号の一 に3J;す る者は、進級(卒 業を含む。以 ド

同 じ。)さ せず 、原級 に留置 くもの とす る。

(1)第3学 年への進級留置

第2学 年末 までに所定の授業科 目を履修 し、必修の基礎教

育科 目14単位及び選択必修の基礎教育科目11単位以上修得で

きなかった者

(2)第4学 年への進級留置

第3学 年末 までに所定の授業科 日を履修 し、必修の専門基

礎科 目30単位 を修得で きなかった者

第3学 年へ進級す るためには、第2学 年末 までに必修 の基礎

教育科 目14単位及び選択必修の基礎教育科 目11単位以 ヒ計25単

位以r修 得す る必要があります。

修得 しない場合は、第2学 年 に留年することにな ります。

これについては、 しおり11ペー ジの卒業要件単位数表の中の

基礎教育科 口の欄 を参照 して ください。

第4学 年へ進級するためには、第3学 年末 までに必修の専門

基礎科 目30単位 を修得す る必要 があ ります。

これについては、 しおり11ペ ージの卒業要件単位数表の中の

専門基礎科 目Q欄 を参照 して くださ}㌔ ._

(授業科 目の再履修等)

第11条 前条の規定 により原級に留置かれた者の単位修得を認定

された授業科 口は再履修 を認め なし㌔

既 に単位を修得 した授業科 目を再履修することはで きません、

可と認定 された授業科 口を再履修 して優の認定 を受 けることは

で きないとい うことです。

2原 級 に留置 かれた者の合又は否で判定 された授業科flは 、原

級に留置かれた学年において、改めて履修 しなければならない。

灘 撫 繕1饗麟 果撃灘 噸]
3前 条第1号 の規定 により原級 に留置 かれた者は、第1学 年及

び第2学 年 に開設 されている所定の授業科 目を履修 又は再履II毎

し、単位修得又は履修の認定 を受けなければならない。

第2学 年末まで に必修の基礎教育科 目14単位及び選択必修 の

基礎教育科 目11単位以 ヒrl十25単位以上修得で きず留年した者は、

第1学 年及 び第2学 年の授業科目を履修 又はπ履修 し、合格 し

なければな りません。

4第3学 年に進級 した者で、第1学 年及び第2学 年において必

修の専門教育科目の単位修得の認定 又は合の判定を されなか っ

た授業科目について1.t、第3学 年に履修することとされている

授業科 目にかかわ らず、当該授業i科llを優 先 して履修 しなけれ

ばな らないQ

第3学 年の者で、第1学 年 と第2学 年の必修の専門教育科 目

の単位 を末修得の者 は、末修得の授 業科 目を、第3学 年目の授

業科 目より優先 して履修 しなければな りません。

5第3学 年 において履修す ることとされてい る必修の専門科 目

33単位 を修得 又は合 と判定 された 者でなければ、4'rITに 開

設す る実習 に関する授業科 目を履修す ることがで きない。

第4学 年で行 う実習科目は、第3学 年で履修することとされ

てしる必修の専門科 目の全てを修得 又は合と判定 された者でな

け才ば履修で きません、,

6学 則第26条 の規定 により卒業 を認定 された者以外の者は、卒

業に必要 な授 業科 目を履修 又は再履修 し、試験 その他審査 に合

格 しなければならない。

必要単位 が修得で きず卒業で きなかったものは、卒業に必要

な授業科目を履修 又は再履修 し、合格 しなければなりません。

以L、 説 明 し ま した が 、不 明 な点 が あ りま した ら、 学 生課 教 務

係 へ 問 い 合 わせ て くだ さい。

8一
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保健管理センターから新入生の皆さんへ

保健管理セ ンター所長

(内科学第一 講座教授)

医学科 、看護学科 の新人生の皆 さん、旭川医科大

学への入学 おめで とうございます。皆 さんは今後、

21世 紀の医療 を担 う医 師あるいは看護婦(十)・ 保

健婦 ・助産婦 などの医育 ・医療 スタ ッフ を目指 し、

勉学 に、 クラブ活動 に、また、ボ ラ ンテ ィア活動 に

励 むことにな ります。そして実 り豊かなcampuslife

を過 ごすためには、心 身の健 康保持 、増進 が不 ・r欠

となります。

本学の保健管理 セ ンターは、皆 さんの心 と身体両

面にわた る健康管理 を目的 と し、昭和59年 に開設 さ

れ、平成8年 で13年 目を迎 えま した。保健管理セ ン

ターは、 これまで5人 の歴代所長の諸先 生の御尽 力

と、開設以来の常勤 スタッフで あるカウンセ ラーの

酒木保講師、保健 婦の玉川憲子 さん に加 え、内科 、

精神科神経科 、整形 外科 、眼科 、耳 鼻咽喉科 、歯科

口腔外科の各科の健康相談医(非 常勤医師)の 皆 さ

ん、事務局の学生課の皆 さんの熱意 、チームワー ク

によ り年々発展 、充実 してまい りま した。 さらに、

平成8年 度か らは医学科での女 了・学生の増加、看護

学科の新設 を考慮 し、婦 人科 、外科の先生方 にも健

康相談医 として参画 して頂 くことにな りま した。 こ

のよ うに皆 さんの 多様化 した健 康管理 についての相

談に応 じる体制 をっ くりつつ あ ります。

近年、医学の研究領域 においては、最新 の医用工

学的、分子生物 学的 、遺伝子工学的 手法 な どを用 い

た先端的研究の遂行や高度先進医療 など質の高 い医

療 の導入が普遍化 されつつ あ ります。 また、庚学、

看護学の教 育面で は、専門化、高度化 のみではな く、

統 合的普遍的知識や技術 の修得 などを考慮 した教育

改革 が提 起 されています。加 えて医療面では、本格

的な高齢化 社会の到来 をも視野 に入 れ、患者や家族

の家庭的、経済的、社会的 、心理 的背景 にも ト分心

配 りがで き、在宅医療 、訪 問看護 などへの積極的対

応 がで きる、す なわち全人的医療 ・看護 を提供 で き

る医師 ・医療 ス タッフの育成 が今 日最 も強 く要請 さ

れています。一方 、21世 紀 には大学受験 年齢人ロの

減少 が指摘 されてお ります。っ ま り、21世 紀 の医療、

医学 ・看護学教育 を担 うべ き皆 さんへの社会的要請

菊 池 健次郎

は これ まで にな く大 きく、かっ厳 しいもの があ りま

す。

このよ うな社会環境 、医療 ・教育環境 の変化 にも

とつ く要請 に ト分答 えられる医師 ・医療 スタッフ に

なるためには 日頃の心 身にわたる健 康の 自己管理 は

必須 かつ大 きな責務 と考 えられます。 その意味 では、

皆 さんに保健 管理 セ ンターの システ ムやルール を十

分理解 して頂 き、大いに利用 して頂 くことを切望 し

てお ります。保健管理 セ ンターの システムやそのサ

ー ビス内容の詳細 は、学生課 よ り皆 さんにお配 りす

る 「保健管理 セ ンターの しおり」 に記載 してあ りま

すので、是非 目を通 して欲 しい と思 います。 その中

で特 に強調 したい点 は、医師や看護職 を目指す皆 さ

んの健康の 自己管理意識の向r.と その指導、 カウン

セ リングをあげ、 それに沿 った定期検診受診率の改

善、 カウンセ リングを含あた検診内容の拡充 を計画 、

実施 中です。 その1例 として 、主 に新入生の皆 さん

を対象 にした 「AIDSと 共 に生 きる時代 の中にあっ

て」 の講演会の開催 、 「ケガの予防 と応急手 当につ

いて」、「心 の うるおい を保つ ため に」 の講習 、検診

内 容 の充 実 と して新 入 生 に対 す る心 電 図 検 査 、

血 液 検 査(末 梢 血 算 、 生 化 学)の 導 人、 な ど を

実施 してお ります。本保健管理セ ンターの常勤ス タ

ッフは もとよ り健 康相談医の皆 さん 、学生課 の皆 さ

んはいず れも優 しく、親切 な方 々で、本保健管理 セ

ンターの雰囲気は家庭的 です。皆 さんが実 り豊 か な

Campuslifeを 過 ご し、かつ学問的 、社会的要請 に

大分対応で きる心身共に健 全な医師 ・医学者、看護

職 者 になるべ く、本保健管理セ ンターもその一翼 を

担 えるよ う努 力 したい と考 えて*Jり ます。皆 さん も

健康 の 自己管理 に心 がけ、毎年の定期検 診 を必ず受

け、 また、大 いに保健管理セ ンターを活用 して頂 け

れば幸 いです。
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新 入 生 を 迎 え て

第6学 年 石川 貴充

学生課や図井館 にな ら足 を運 んだ 人も 多い と思 い

ますが、その先の、"シ ベリア廊 ド"の ずっと向こうに

私達4、5、6年 生 は居 ます、,新人生の皆 さん、人

学 おめで と うございます、,

私 が1年 生 の頃 は、Eも 下 も白い服 を着 た先生 や

6年 生 なんか を見るとビビ ッて道 を譲iった りして い

たもので した。新 人生の皆 さん には僕 等はどんな風

に見えるので しょうか,,実 際 に6年 生 になった今 は

1日 の殆 どを病院の中で過 ご してい ます し、老体 に

教育棟 までの道の りは遠 く、滅 多に下級生 とは顔 を

合わす ことがあ りません。 久し振 りに学 食なんか に

行 ってみ ると、見たことの ない若者達で いっぱいで

隣 りの学校 の学生 も混 じっていた りして、誰 が誰だ

かさっぱ り分からず、や っぱ りビビッています。

全国 各地 から初対面 の人達 が集 う訳です から、今

の時期 、新 入生 の皆 さんの 方が戸惑 いは大 きいはず

です,,ク ラブ選択 に しても、友達 が 多くで きるか ど

うかで選 んだ人も多い と思 います。確 かに同 じクラ

ブの友 人とはこれか ら深 いっ き合いを してゆ く訳で

すが、それ以外 にも最初[も きかなかった人が学 年

が進 む と親友 になっていた りす るとい うパ ター ンが

意外 とあ ります。色 んな人と話 をして気のnう 仲間

を見つ けて下 さい。考え方の角度の違 う人達 と話 を

すれば、同時 に自分の内面のバ ランス感覚 を磨 くこ

とにもな ります。病院で1taiを して いると感 じるの

は、患 者 さんは私達 に特 別 、/.派な人格 を期待 して い

るので はな く、A通 に話 しがで きることを願ってい

るとい うことです,,と ころが 「n通 」 とい うの が意

外 と難 しい。偏 りな く、 わけ隔 てなく人と付 きnう

ことが医療 の世界で は重 要だと感 じることがよ くあ

ります。今年の新人生の皆 さん は、学科 が2っ にな

ったことで川会いのチ ャンスが増 えた訳です。色ん

な人の考 え方 を吸収 して、実 り多い学生生活 を送 っ

て ドさい⊂、

新 歓 合 宿 を 終 え て

新入生歓迎実行委 員会委 員長 第2学 年 鷲尾 の どか

先fl、 毎 年恒例 の新歓 合宿 を無 事終 えま した。新

歓委 員の顔 合わせは12月 か らあ りま したが、本格的

な活動 は3月 に入 って か らだ った と思 い ます、,合格

者に郵送 す るパンフ レッ ト、 ド宿 ・アパー ト等の案

内の印刷 ・製本、ホテ ルでの受験案 内、受験生への

お茶配 り、入学後の病院実習の打 合 わせな ど全ての

新歓委員が分担 して これ らの仕事 に取 り組 んでいま

した。そ して合宿の,ii日は28人 の新歓委 員がおそろ

いの トレーナー を着 て働 いて いま した。合宿では ク

ラブ紹 介、学内め ぐり、 クラブのi店 が行 われた後、

観11:uロイターに移動 してチュー ター との語 らい、白

己紹 介を含めたゲーム、 クラブUI入 、新 入生同上の

語 らいなどが行 われ ま した、私 は去年 は新 入生 と し

て、今年は新歓 委員として合宿 を楽 しむことがで き

ました。新人生 の人達 にも良い思 い出 がで きたので

__一 一'一一一一一一一 一一一 一一一1

あれば新歓委 員と して心底嬉 しいです,,

今年は医学科の入学後約1ヶ 月後に看護学科の入学

があります。新歓 委員は医学科の新 歓行 弓`同様 、看

護学科の新 歓行 事にもベス トを尽 くし、成功 させた

いと思 一っています。医学科の新歓行事 に当た り、去

年の新 歓委 員の先輩 のア ドバ イスは大変有難い もの

ですが、今年度が第1期 である看護学科の新歓行事に

っいて新歓委 員で もわか らない ところが多々あ りま

す。医学科の合宿 を終 えて ・段落つ きま したが、こ

れか らも頑張 りたいです。

今の段階で新歓行事の仕 事を振 り返 ってみ ると、

実 に沢II」の 人が身体的 にも精神的 にも助 けて くれた

よ うに思 います()委 員長であ る自分 よ りも他 の委員

は しっか りしていて 自分 が1番 まわ りに支 えても ら

っていたよ うに思 います。新歓の仕事 を通 して人と

のっ なが りも強 まったと思 い ます、,この場 をお借 り

して沢山の 人 々の温 かい心遣 いに、厚 く御 礼申 し ヒ

げます,,本 当に有難 うございま した。
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「

「

私の眼に映った日本

生理学第一講座

は じめに、私 は 「か ぐらおか」 に書 く機 会 を与 え

て下 さった方 々に感謝申 し上 げます。 自己紹介か ら

はじめたいと思 います。私 は シャハ シャマル クマ

ルと申 します。 シャハは姓です。私 はバ ングラデ シ

ュの ダッカ医科大学 を卒業 しま した。大学 に入学す

る前は、 りっぱな医者 になりたい とい う夢 を持 って

いま したが、勉強す る うちに徐 々に気持 が変 わ り、

いつ しか研究者 にな りたい とい う希望 を持 つ よ うに

なりました。私 は特 に体温調節 に興味 を持 ち、研究

したい と思 いま した。 しか し、 この夢 をどの よ うに

実現 させ た らよいの かは、 その時 はわか りませんで

した。卒業後 、体温調節 の より専門的 な知識 を得 る

ための機会 を色 々と探 しました。その中で、黒島農汎

教 授 の研究 室 の こ とを知 りま した。私 にとって、

白分のお金で外国へ行 き勉強 す ることは経済 的 に困

難で したが、黒島教 授の ご好意で 日本の文部 省奨学

金制度 を受 けることがで きま した。旭川 に来てはや

3年 にな りました。

来 日して これまで、 カルチ ャー ショックを受 けた

とい う経験 はあ りません。 その理由 は多分私 が 多文

化 の環境の中で育 ったため、 また私 と日本人の間に

は共通の ものがた くさんあ るためだと思 います。私

は大 多数の人々がイスラム教 を信仰す る中 にあって、

ヒンズー教徒 の家族の下 に生 まれま した。私 の国で

はほ とん どの人々が宗教 を信 じ、主 にヒ ンズー教 と

イスラム教 の どちらかを信仰 して います。同 じバ ン

グラデシュ人です から共通性 もた くさん あ り、平和

に暮 らしています が、宗教 に由来す る文化 や習慣 は

この二つの宗教で はかなり違 います。私 はヒンズー

教徒です が、信仰 は強 くあ りませ ん。 しか し、私 は

シ ヤハ シ ヤマ ル ク マ ル

人 々の生活 に根付 いてい る、様 々な宗教 上の習慣 や、

伝 統的文化 を尊敬 してい ます。 このよ うな宗教 の と

らえかたは現在の多 くの 日本人 にも共通 してい るよ

うに感 じられます。私は この3年 間で 日本の色 々な

習慣 や文化 を経験 し、 そ して自分の生 まれ育 った文

化 と日本文化 に多 くの共通点 を見い出す ことがで き

ま した。神社や お寺 を見 に行 った り、盆踊やお茶会、

さらに結婚式 やお葬 式 などを体験 したときは、 まる

で 自分の故郷 にいるよ うに感 じたほどです。

精神的 なこの共通 点 を見いだす ことがで きた他 に、

私 はここでよい友人や素晴 しい先生方、多 くの親切

な方 々と知 り合 い、 また旭川の美 しい自然 や 日本の

美味 しい食べ物 を楽 しむ機 会 を得 ることがで きま し

た。 これ ら総ての ことが、大学院での勉強 のための

素晴 らしい雰囲気 を創 って くれて います。

わた くしは自分の夢 を実現 させ るために、 これか

らもがんばって勉強 して行 きたいと思 っています。

4靹
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金沢の兼六園でとった写真です。



外 国 人 留 学 生 一 覧
平成8年4月1日 現 在の本学在籍 の外国人留学生

は、大学院学生11名 、学部学生3名 、研究生3名 の

合計17名 です。

17名 の方々は一覧の とお りですが、挨拶 を交わす

など簡単 なことから交流 を深めてゆ きたいものです

ね 。

(学生課)1

氏 名一一 通 称一 性別

男

国 籍

ギ ニ ア

種 別

大学院学生

期 間 一
199:i.4.1

1997.3.31

所 属
UelamuuAlexandreDicko

デ ラ ム ア レ ク サ ン ド ル デ ィ コ
デ ラ ム

一

外科学第二構座
一 一 一 一

Md.MozammalHoy

モ ハ マ ド モ ザ マ ル ホ ッ ク
ホ ッ ク 男

バ ン グ ラ

デ シ ュ 大学院学生
1993.4.1--

1997.3.31 細 菌 学 講 座
一 一 一一

1)uenas,lulioCesar

デ ュ ⊥ ニ ア ス フ リ オ セ ッ サ ー一 一 一 一一

SahaShvamalKumar・

シ ャ ハ シ ャ マ ル ク マ ル

SantosSevet・inoBarbosaDos

サ ン ト ス セ ベ リ ー一ノ バ ル ボ ー ザ ドス

ブ リ オ 男 ペ ル ー 大学院学生
1994.4.1-

1998.3.31
産婦 人科学講座

一一

シ ヤ ハ
ー一

サ ン トス

男
バ ン グ ラ

デ シ.L 大学院学生
1994.4.1--

1998.3.31 生 理 学 第 ・講 座

男 プ ラ ジ ル
ー

タ ンザ ニ ア

大学院学生

大学院学生

1994.4.1

1998.3.31山 一
1995.4.1--

1999.3.31

内科学第π講座

AinoryPeterGesusc

ア イ ノ リ ー ピ ー タ ー ゲ サ セ
ゲ サ セ 男

一 一

解 剖 学 第 ・講 座

チ ェ ン

ウ ー

女

男

中 国
一 一

中 国

大学院学生
1995.4.1～

1999.3.31
薬 理 学 講 座陳 敏

チ コーン ミ ン

ー」ゴ 立 志

ウ ー リ ッ シ

一

大学院学生
1995.4.1-一 一

1999.3.31
産婦人科学 講座

　 一　 T-一 一

金 股 鉄
ヂ ン イ ンテL キ ン

マ

男
女

中 国 大学院学生
199fi.4.1-

2000.3.31 内科学第一 誰座

馬 紅
マ ホ ン 中 国 研 究 生

1996.1.23-一 一

1997.3.31

1996.1.'10--

1997.3.31

1995.4,レ ー

1999.:i.31

薬 理 学 講 座
一一一

1婦 人科学講座
Sharifa,1)inara

シ ャ リ フ ァ デ ィ ナ ラ
デ ィナ ラ 女

バ ン グ ラ

デ シ ュ 研 究 生

大学院学生
白 躍 宏
バ イ ヤ オホ ン

バ イ 男 巾 国 幣形外科学講座
剛

麻酔 ・蘇生学講座
邦 双 林
ハ オ シ ヤ リ ン

ハ オ 男

女

中 国

中 国

大学院学生
1996.n.1～

2000.3.31

張 翼 偉

チ ヤ ン ジ ー ウ ェ イ
チ ヤ ン

一-

研 究 生
一 一 幽

1995,R.1--

1996.:i.31

1991.A.1-一 一

1997.3.31

小 児 科 学 講座
}-

第6学 年 学 生
Khnrl.P.P,Wee

コ ー リ ー ウ ィ
コ ー

一

ア ズ ラ ワ

テ ィ

男

女

マ レー シ ア 学 部 学 牛

AzurawatiMdAlwi

ア ズ ラ ワ テ ィ モ ハ マ ッ ド ア ル ワ ィ

冒

マ レー シア
幽

学 部 学 生
一

学部 学生

1994.4.1-一
'LOO1

.3.31
--一}π ■ 一 「

1994.4.1--

2001.3.31

第2学 年 学 生

S,yamGUIMohammed

シ ャ ム ス ル ム ハ マ ッ ト

シ ヤ ム

ス ル 男 マ レー シ ア 第2学 年 学 生

研 究 室 紹 介
■ 物理学 ■ 本間 龍也

物理学教室は、開学時 に学科 目の一教室として設

、kされました。スタッフは谷本光穂教授、本間講師、

安濃英治教務職員と源長由美子事務官の4人 です。

物理学の教育(講 義 と実験)は もとより、情報処理

教育にも発足以来中心的 な役割 を担ってきています。

3年 前に開講された自然科学特別実験(物 理学)で

は、物理学の中でも比較的新 しい分野の知識 と興味

を持って(?)修 得 してもらおうと奮闘 しています。

教育面ではこれで結構忙 しいのですが、この春から

は看護学科の学生 に対す る物理教育(講 義と実験)

にも携わることになり一同、火の車であります。

教育の合間をぬい、研究にも力を注いでいます。

国内 ・外の会議 に積極的に参加するとともに、必要

な情報 ・装置を求め西へ南へと精力的に足 を伸ばし

ています。谷本教授は長年、化合物の磁性 を研究 し

てきています。最近は機器セ ンターに導入 された

ESRを 武器に更なる研究の発展 を目指 しています。

本間は高温超伝導体の研究に従事 しています。現在

一一 一___一.========コ

は高圧下での電気的性質 に注 目 し、作成 した試料 を

携 え、"吉 幾 「"を 彷彿 とさせ る姿で 東京へ と出稼

ぎに行 きます。安濃教務職 員は遷移金属 に関す る研

究 を電 子顕微鏡 と光吸収測定 を駆使 し進 めています。

終 日、機器セ ンターにこもる日も少 なくあ りません。

ス タッフが少ない故 か、教室独 自の行事等 は特 に

な く、個 々人が、スポーツに、酒 に、植木(?)に
… に精 をだす といった具合です。 その点で はス

タッフの 多い講座 が うらや ましく思 えます。

今春 からこれまで以上 に教育 そ して研究 に忙 しい

毎 目が訪れ るで しょうが、少 人数 なが らも更 なる発

展 を目指 し頑張 る所存です。

(物理 学講座 講師)
セの　い
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平成7年 度 学位 記 受領 者名簿
一

氏 名 課程 ・論文の別 学位記授与年月日 氏 名 課程 ・論文の別 学位言弓授与年月日

西 野 共 子 論 文 博 士 平成7年6月30日 千 葉 薫 論 文 博 士 平成8年3月25日

前 田 富 與 論 文 博 士 平成7年6月30日 長 嶋 知 明 論 文 博 士 平成8年3月25日

田 村 俊 哉 論 文 博 士 平成7年6月30日 佐々木 雅 弘 論 文 博 士 平成8年3月25R

高 田 稔 論 文 博 士 平成7年6月30日 藤 井 敬 三 論 文 博 士 平成8年3月25日

近江谷 秀 昭 論 文 博 士 平成7年6月30日 富 田 一 郎 課 程 博 士 平成7年6月30日

大 焙 純 三 論 文 博 士 平成7年9月29口 坂 爪 悟 課 程 博 士 平成7年6月30日

大 木 康 生 論 文 博 士 平成7年9月29日 片II1英 人 課 程 博 士 平成8年3月25日

齊 藤 永 仁 論 文 博 士 平成7年9月29日 牧 野 雄 一 課 程 博 士 平成8年3月25日

長 根 忠 人 論 文 博 士 平成7年9月29日 齊 藤 美恵子 課 程 博 士 平成8年3月25日

木 村 隆 論 文 博 士 平成7年9月29日 安孫子 亜津子 課 程 博 士 平成8年3月25日

井 門 明 論 文 博 士 平成7年9月29日 眞 岸 克 明 課 程 博 士 平成8年3月25日

引 地 泰 一 論 文 博 士 平成7年12月25日 片 出 彰 博 課 程 博 士 平成8年3月25日

山 下 泉 論 文 博 士 平成7年12月2511 上 口 権二郎 課 程 博 士 平成8年3月25日

斎 藤 義 徳 論 文 博 士 平成7年12月25日 秋 葉 真理子 課 程 博 士 平成8年3月25日

石 川 雅 彦 論 文 博 士 平成7年12月25口 水 本 桂 子 課 程 博 士 平成8年3月25日

中 村 泰 浩 論 文 博 士 平成8年3月25日 談 勇 課 程 博 士 平成8年3月25日

早 勢 伸 正 論 文 博 士 平成8年3月25日 姜 波 健 課 程 博 士 平成8年3月25日

工 藤 浩 市 論 文 博 士 平成8年3月25日

____=====二===========コ

平成8年 度大 学院 入 学者 名簿

氏 名 専 攻 研究指導教官 氏 名 専 攻 研究指導教官

和 田 恵 子

一 一

細 胞 ・器 官 系 石 川 睦 男 長 峯 正 泰 生体情報調節系 海 野 徳 二

佐 藤 祐 一 細胞 ・器 官 系 石 川 睦 男 中 尾 幸 晴 生体情報調節系 小 川 秀 道

蓮 池 史 画 細 胞 ・器 官 系 石 川 睦 男 片 山 隆 行 生体情報調節系 菊 池 健次郎

高 橋 学 位 生体情報調節系 飯 塚 一 長 岡 泰 司 生体情報調節系 吉 田 晃 敏

芝 木 泰一郎 細 胞 ・器 官 系 久 保 良 彦 竹 田 眞 純 生体情報調節系 吉 田 晃 敏

伊 澤 功 細 胞 ・器官 系 高 後 裕 金 股 鉄 生体情報調節系 菊 池 健次郎

吉 川 賢 忠 生体情報調節系 牧 野 勲 邦 双 林 生体情報調節系 小 川 秀 道

F:林 哲 子 生体情報調節系 牧 野 勲
』 一

一13一

-

為



ク フ
、

、フ 今 昔

硬 式 庭 球 部 と は?そ の 概 念 、 疫 学 、

症 状 、 検 査 所 見 、 診 断 、 治 療 法 、 予 後

に つ い て 原 稿 用 紙3枚 半 に ま と め よ 。

第5学 年 山 本 美 知 郎

概 念 一一米 増 脳 神 経 外 科 教 授 の 下 、現 在 男 了・21名 女

臼6名 で シー ズ ン 中 は 週6日 本 学 コ ー トで 硬 式 テ ニ

ス を し て い る 団 体 びあ る 、、

ザ斐"}そ一王見f貨プ季1二些上37名 、()BlO3名 、 言十140名(ノ)メ〈戸斤

帯 で あ り 、 ウ ィ ン ド ウ ピ リ オ ドに あ る 新 ・年 生 や 、

OB会 費 未 納 の 為 名簿 か ら削 除 さ れ て し ま っ た ノ∫々

を 含 め る と 、 本 学 び最 も 巨 大 な 団 体 の1つ と 言 え る、,

そ して 、 そ の 発 生 頻 度 は1学 年100人 で 計 算 す る と 、

5.8人 と な る,,

症 状 一一皮 膚 黒 色 、 ・目 中 ジ ャ ー ジ(夏 は 短 ハ ン)

授 業 中 倦 怠 感(朝 練 の 日 〉 、 無 意 識 び)素 振 り、 な ど

が 挙 げ ら れ る が 、丁固 人差 も 大 き い1.

検 査所 兄一 メ ィ ン イベ ン トで あ る 北 海 道 学 生 テ ニ

ス リー一一グ( .iと 、ζう 〉 匿(ひ上見呑:男 ∫・-i,n女子}祁共 に6

部 中2部 で あ り 、1部 復 帰 を 目 指 し て 日 夜 練 習 に励

んでいる。 また、東医体で も昨年度女子部 が準優勝

している。

診断 ～症状 から1口 兄て それ とわかるが、春先 に

おいて スキー部 との鑑別 を要す る,,な ぜ なら、 ちょ

うどその頃雪焼 けの彼 らとテニ ス焼 けの我 々の黒 さ

が ・致 す るか らである。 しか し、 ここは落 ち着いて

ド肢 を視診すれ ば大丈夫,、我 々テニ ス部 は足 も黒 く

短 バ ンの跡 がつ いてお り、 これにて確定診断 となる,,

治療法 ～抗紫外線療法 、降雨療法、定期試験 など

が ある。抗紫外線療法 とは、 ・般 に 口焼 け止め とii

われ、近年化粧品 メーカー から優秀 な商品 が発売 さ

れてお り、女子部の貴重 なアイテム となってい る。

降雨療法 とは、 その名の通 り雨による練習中 止のこ
か ノレ

とで、我 々の熱 い想い もや は り御天道様 に1よ敵わな

い、、定期試験 とは、LI頃 勉 強 していない我 々の特効

薬であ りかつ広 く学生 にとって最 大の敵で ある、、
い ギ 　

予 後 一…大 雪 山 を 望 む 大 自 然 の 中 で 日 々 テ ニ ス に 勤

む㌧郵～々 1.tl勾f本 白勺1こ 匙,半肖宇中白勺に もf建i.一,.1_、-7'11よ 看亟 猷)

て,良 好 で あ る 、,

羽 球 部 今 昔 物 語
第5学 年 池 田 大 輔

ILllIl'人 こ)1♪lJ求肖ll:よ、1其 月生 、2其 月iニカゴrb・巳、と な 一)

'C
、楠 裕 ・先 生 をi訓 了と し 、 晴U冴 佳寛 先 生 を 顧 問 と

して 迎 え 、 昭 和49年 に 結 成 さ れ ま した 、、

発 足 当 初 は 、 バ ド ミ ン ト ン経 験 者 も少 な く、 も ち

ろh、 ノ・レハ ・ソ ち無 力・一)た た め 、糸束管臼人1容ち ま ま な

ら な か ・・た そ)で``、 、そ のL、 当li寺、 人学 に は 体 育

館 も無 く 、 パ ル プ の 体 育 館 を 貸 して い た だ い て 、 練

習 場 所 を何 と か確 保 し て い た 、 そ ん な状 態 で の ス タ

ー トだ 一)た と 聞 き ま1'
D

そ の 後 、III山奇左 雪幽先 生 、 山 本 康 弘 先 生 を は じ め と

す る 、 い わ ゆ る 「骨 の あ る 」 先 輩 達 が 次 々 と 入 部 さ

れ 、 羽 球 部 は 次 第 に 形 を 成 して き ま した 、

こ の よ う な 先 輩 達 の 努 力 が 実 を結 ん だ の は 、 昭 和

60f卜 、 佐 藤 元 彦 先 生 が 主 将 の と き の こ と で した 、 岩

波 十兎月券先 生 、 田 熊1肖:之 先 生 をIlしじ・に 、 束 医f本 て旅刀の

メ ダ ル(>lj㌃ 団 体 戦3位)に 輝 い た の で す 、-1

そ して 、 こ こ 数 年 、 羽 球 部 は 「黄 金 時 代1を 迎 え

て い ま 塗。 昨 年 の 東 医 体 で は 、 男 女団 体 戦 、個 人戦

と も に メ ダ ル を 獲 得 し 、 こ れ で 男/・ は31:連 続 、 女

1'・は2年 連 続 の メ ダ ル と な り ま し た,,こ の 「黄 金 時

f/」 を語 る と き に忘 れ て は な ら な い の が 、 大 羽 文博

先 生 で す 。 と に か く 、 練.,:,は厳 しい も の で した,,AJ

そ ら く、 羽 月～音1二史 ヒNo.1て 峯し ょ うしf業 自 身 や め た く

な っ た こ と も一一度 や 二 度 で は あ り ませ ん,,し か し、

大 羽 先 生 の 童 引 力 が あ ・・た れ ば こ そ 、 今 の 羽 球 部 が

あ る の で ナ.も ち ろ ん 、 そ れ も 、 他 の 多 くの 先 輩 の

L台 が あ っ た か らで あ るの はr=iう まで も あ り ま せ ん 。

た だ 、 羽 球 部 の 歴 史 を語 る と き に残 念 な こ と は 、

翁 メ ダ ル(東 医 体 優 勝)が ま た 無 い こ と で す,,現 在

の 顧 問 で あ る111下 裕 久 先 生 も 、 そ う は ・、ぱ を か け て

ドさ る の で す が 、 毎 年 、 あ と ・歩 の と こ ろ で 逃 して

い ま す 、,

現 在 、 部 員 は 約30名,,楽 し い雰 囲 気 の 中 、 大 い な

る 目牟票に 向 力・一ノて 兀頁弓長っ て臨い ま ず,、

14一
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ギ タ ー 部 今 昔

第5学 年 谷 山 宜之

私達 ギ ター部は発足 か ら、今年で17年 を数 えます。

顧問は歴 史 ・比較文明論の原川先生 にお願 い して い

ましたが、先生が退官 されたため現 在は泌尿器科の

宮田先生 に顧問 をお願 い してい ます。

昌;から多数の部 員が在籍 して お り、秋 の 「音楽の

夕べ」では、ブラスバ ン ドや室内楽 に勝 るとも劣 ら

ない活動 を行な.,て いた時期 もあ りま した、,また,i,

時はその他 にも、学校 祭での演奏 や買 い物 公園の喫

茶店の御好意による演 奏等 も行 なってい ました。

以 前は実際に活動 してい る人 も多く、市内のギ タ

ー教室 とのっ なが りもあったため、ある程度の 人数

での合奏 も行 なっていま したが、現在 は名目上の部

員は 多数 いるものの実際 に活動 してい る人数は減 っ

て しまいま した。

ジャンルは『セにクラシックだ ったのですが、ここ

何年 かはポ ップスや ジャズ等 も演 奏す るよ うにな り

f__

ました、,

3年 前 に卒業 された永坂先生 は技量 も高 く、早 く

か ら部長職 や 多数 の演奏会での ソロもこな されてい

ました。 入学'li時の私 も色 々と教 えていただ き、ま

た、機械仕 かけか と思 う程の見 事な指 の動 きに驚 か

された もので した。

2年 前に卒 業された尾森先生 は、元 々ロ ックのエ

レキギ ターか ら始 めた方 で した が、 クラシックギタ

ーで もその技術は生か されてお り、 グラシ ックか ら

ロ ックや ジャズまで何 でもひ きこなされ、部室 では

いつ も様 々な曲 をひいて楽 しんで お られま した、,

・兄根暗 で何や ら昼 にごそごそ して いるだ けの部

に思 われが ちで しょうが、輝 やか しい時代 も実はあ

ったわけです。

これからも各自が時間の ある時 に少 し部室 に 、γち

寄 って 、好 きな曲 を好 きなだけ練習す るとい う気楽

さを保 ちっっ、地道 に活動 を続 けたいと思 い ます、,

ロ ッ ク 研 究 会

第4学 年 本 間 俊 一

旭 川 医 大Rock研 究 会 は 、 昭 利54年7月 に設 立 さ

れ て1'),、 精 力的 に 活 動 を続 け 、 数 々の 名 バ ン ドを

董 出 して い ま す 、,Way(Vo:林 憲 一・先 生 、g:高 田

達 郎 先 生 、b:後 藤 学 先 生 、d:柏 田 元 文先 生)と

Reversible(Vo:太 田1'11jflti先生 、9二 佐 藤 健 ・先 生 、

b:近 藤 俊 一一先 生 、d二 小 池 且 弥 先 生 、Key:木 村

仁 美 先 生)に よ る 旭 川 市 公 会 堂 小 ホ ー ル で の 合 同

FinalLiveは 今 で も伝 説 と して 語 り継 が れ て い る 。

ま た 、 、k花幸 晃 先 生(d)、 野 村 雅 宏 先 生(9)、 松 本

学 也 先 生(b)、 中 村 聡 喜 先 生(Vo)、 に よ る 、The

RedHatsの 活 躍 も忘 れ ら れ な い 。 ま た 昨 年 は 岡 本

聡 先 生 率 い るG☆Zの 解 散Liveも 行 な わ れ た 、、

現 在 は 、 衛 藤 稚 昭 先 生 を 顧 問 と して 約35名 、8バ

ン ドで 活 動 を 続 け て い る,,特 に 口 立 っ た 活 躍 を して

い る の が 、 飯 塚 淳¥1(g)、 加 藤 良 久(Vo),松 尾 卓 見

…T「

(b)、 上家U」晴 彦i(Key)、 後 藤 幹 裕(d)、 に よ る 、 ホ

ル モ ンで あ る 。'93年7月 ブ ラ タナ ス通 り祭 大 学 対 抗

バ ン ド合 戦 優 勝 、'94年2月(公 開 生 放 送)FM-NIIK

オ ー プ ン ス タ ジ ペ94出 演 、':7'11#-3月STVラ ジ →

``メモ リ ア ル ラ イ ブ'"94
1『lll賓、'95{1こ3月sTVラ ジ

オ 青 春 →1ウ ン ド'.,演 、'95年3月 テ レ ビ朝llえ び

温 バ トル北 海 道 予 選 テ ー プ 審 査 通 過 、'95年8月 、 さ

ん ろ く祭 バ ン ドコ ンテ ス ト出 場(3位)と 輝 か しい

実 績 を 残 して い る 、,今 年 も さ ら な る 活 躍 が 期 待 で き

るRock研 を代 表 す る バ ン ドで あ る,ま た 、 そ の 他

の バ ン ドも ホ ル モ ン に 続 け と ば か り 、 積 極 的 に 活 動

を 続 け て い る 。

ま た 、 今 年 は 、UR会 設 立 元年 で ち あ り、C)Bの

先 生 方 と の 交 流 を深 め て い こ う と い う計 画 も あ る,、

さ ら に 、1、2年 生 の バ ン ドも こ れ か ら活 発 な 活

動 が 期 待 で き る 。
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大学祭実行委員会から
大学祭実行委 員会委 員長 第5学 年 三関 哲矢

時 が経つ のは早 いもので、 また大学祭 の季節 がや

って きま した。私 は入学 して以来、大学 祭 に関 わ り

続 けて きました。過去四年間の大学祭の準備 は、私

に とって単 なるイベ ン トで はな く、 自己鍛錬 や教育

の場で あったよ うな気 が して います。

ここ数年の ことです が、毎年の よ うに下の学年へ

の引 き継 ぎが うま くい きません。 これは私 が入学 し

た年 か ら変 わらないで存在 し続 ける問題 です。昨年

た また ま現 在 の六 年 生 が中心 となって、素晴 らし

い規模の学祭 を作 り上 げることがで きま した。だか

らといって今年の大学祭実行委 員への引 き継 ぎが う

まくいったかとい うと必ず しもそ うとは言い切れま

せん。

結局 、大学祭 とは誰 が、誰の ために、何 の 目的で

行 うもの なの かとい うことを我 々自身 が無 視あ るい

は軽視 しがちです。毎年、年度初 めに必ず ささやかれ

る噂 に 「今年の学祭 はないの?」 とい うのがあります。

しか し、そ うした噂 はただ ささやかれているだけで、

決 して自 らの 手で大学祭 を作 り⊥ げよ うとす る気概

の持 ち†の発言ではあ りません。昨 年を除 く近 年の

大学祭 が不振 に喘いで いる原因は我 々学生 自身が本

質的 に持 っている気概 のな さと少 なか らず リンクす

るよ うな気 が致 します。我 々の世代 はよ く個 人主義

の世代 だ といわれますが、我 が身 を振 り返 り、 また

周 りの学生諸君 を見渡 したと き、 ・層 その思い を強

め ざるを得 ません。

しか し、少 な くとも私 白身 が大学祭の仕事 を通 し

て得た経験 は何 にも換 え難 いものであった し、皆 さ

ん にも少 しで もいいか ら大学祭の仕事の面 白さを体

験 して もらいたいと思 っています。我 々の 力で素晴

らしい大学祭 を作 りf:げ ることがで きたな らば、 も

う我 が大学生活 に悔 いはあ りません。

最後 に私 をご支援 して ドさった諸先生方、並 びに

学生課 を初 め とす る事務の皆様方 、快 く協 力を申 し

出て くだ さった関係諸氏 に深 く感謝 の意 を表 し、実

行委員長の挨拶 とさせていただきます。

一
東 医 体 成 績

去 る3月17日(日)～23日 ㈹ 、長野 県菅平 高原 にて第

38回 東医体 スキー競技 が行 なわれま した。

男子 は、2連 覇 を目標 に東医体 に臨み ま したが、

惜 しくも準優勝 とい う結果で した。 アルペ ン部門は

ほぼ予想通 りの活躍で したが、クロスカン トリー部

門は来季 に向 けて 一層 の努 力が必要で あるとい うの

が、大会を終 えての感想です。個 人では、後藤 孝(5

年)が 、彼 自身最後 となる束医体 で回転 競技2連 覇

を果た し、有終 の美 を飾 りま した。

女子は今回 も圧勝 し、連勝記録 を6に 仲 ばしまし

た。旭医女子 にはとびぬけて強 い選手は いませんで

したが、高 い レベ ルで駒 が揃 って いたの が勝 因です。

個 人の結果 は以 一ドの通 り。(6位 入賞分、 カッコ

内は学年)

男子XCリ レー2位 旭川医科 大学Aチ ーム

第1走 者 田中 和幸(4)

第2走 者 餌取 博(4)

第3走 者 水上 周二(4)

第4走 者 中川 宏士(2)

スーパーG4位 後藤 孝(5)

大 回 転2位 後藤 孝(5)

回 転 優勝 後藤 孝(5)

女子XC5㎞

XC3km

XCリ レー

(1)

(4)

(5)

残念 なが ら人賞 を逃 が した者や シー ド権(男 子30

位 、女子15位)を 逃 が した者 も、練 習の成果 を充分

に発揮 しました。

現在は、来 季優勝 に向けて持 久力向F:を 主眼 にお

き、部 員全員練 習に励んでいます。

3位

4位

4位

6位

優勝

lll本ゆき一ヂ(5)

皆川 裕7-(4)

皆川 祐子(4)

山本 ゆき予(5)

旭川医科 大学Aチ ーム

第1走 者 北畑 歩

第2走 者 皆川 祐子

第3走 者 山本 ゆ き子
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平成8年 度 入 学 式
医学科の 入学式 が、4月5日(金)10時 か ら 学

体育館 において挙行 され ました、、

式 では新 姓1。 。名をit表 して青 横1二 さんが宣lI

誓 を行 い、医学生 と しての自覚 を新 たに大学生活の1

・歩 を踏み出 しま した、, 　
また、看護学科の入学式 は、4月25日(木)IOR,r

から本学体育館 において挙行 されま した。i

看 護学科一・期生の新 入生60名 は、緊張 の中 にも看1

護学科の歴 史を作 るべ く、決意 を新 たに していたよ1
　

うで す ・(学 生 課)i
ト

平成7年 度学士学位記授与式

看護学科入学式

新入生研修実施 される(医学科)

・ド成8年 度 新 入 生 研 修 が4月15日(月) ・16日(火)

の 両fl開 催 さ れ ま した 。

第1日 「1はA組 、 第2rl目 はB組 を対 象 に 実 施 さ1

れ ま した,,研f彦 は 新 人生 を12・一一13名 の グ ル ー プ に 分i

け 、1グ ル ー プ に3名 の 若 手教 官 が 指 導 に あ た り、1

自 己 紹 介 に つ い で 学 生 生 活 全 般 に わ た り助 言 並 び に

懇 談 が 行 わ れ ま した 。(学 生 課)

平 成7年 度学十学位 記授 与式 が、3月25日(月)

10時30分 か ら本学体育館で挙行 され ま した。

式 では、室内合奏団が奏で る調べの なか、学長 よ

り卒業生99名 一 人ひ とりに学十学位 記 が手渡 され ま

した。

っ いで学長 から卒業にあた り式辞 が述 べ られ まし

た、,(学 生 課)

I

I
ー

平成8年 度運営組織
本学 には、医学教育 にっ いての調 査研究、教育 課

程の編成、修学指導 、授業及 び試験 の実施 、 単位の

修得及 び履修 、学籍関係等 につ いて審議 す る機関 と

して教務委員会があ ります。

また、学生 の厚生補導 に関す る調査研究 、学生の

課外活動 、福利厚生等 につ いて審議す る機関 として

厚生補 導委 員会があります。

両委員会の平 成8年 度の委 員は次の とお りです。

(平成8年4月1日 現在)

〈教務委 員会〉

委 員 長 安孫 了・ 保(副 学長)

副委員長 片桐 一(図 書館長)

委 員 岡田 雅勝(第1学 年学年担¥'/1)

谷本 光穂(第2学 年学 年担当)

坂本 尚志(第3学 年学 年担 当)

藤澤 仁(第4学 年学 年担 当)

菊池健次郎(第5学 年学 年担 当)

奥野 晃正(第6学 年学 年担'1の

中村 正雄 松島 少=

油野 民雄

く厚生補 導委 員会〉

委 員 長

副委員長

委 員

一17一

安孫f保(副 学長)

L口 勇次郎

岩渕 次郎

塩野 寛

亀下 勇

米増 祐吉

酒木 保

出 中 剛

福III裕 三

八竹 直

廣 川 博之

(学生課)

一



平成8年 度の主な行事

今年度の主 な行事 は次の とお りです。

4月5日

4月2511

4月15日 一一16日

5月231」

5月31目 一一6rゴ2日

9月411

9月L511

11月5日

3月25日

一一

医学科 入学 式

看護学科 入学式

医学科新 人生研修

看護学科新 入生研修

医大祭

体育k会

角翠音r」f杢こ慰:霊隔∫℃

本学記念 日

学 上学位記授与式

(学生課)

1定年退職

i

:〃

1辞 職

昇 任
….

〃

〃

採 用

〃

〃

教 官 の 異 動

9f.3.31

96.3.31

9f.3.31

96.3.31

96.1.1

96.4.1

96.4.1

96.1.1

96.4.1

96.4.7

96.4.1

角7/音1;=:第。孝文 キ受

外科学第="

整形 外科学 〃

第 三 内 科 講 師

病理 学第 ・助教授

看 護 学 科 〃

第 ・外 科 講 師

第 三 内 科 〃

看 護 学 科 教 授

看 護 学 科 助教授

看 護 学 科 講 師

小野 一・接

水戸 廼郎

竹 光 義治

岡村毅 與志

李

君川

平田

小原

岡田

阿部

安川

康弘

銀r

哲

剛

洋r・

典一∫一

緑

罷§§§§§§鰭 羅§§§篶§§§§§§難 器§§§鱗 糠 §総§§篶§§§籠§憲§§§藻 §§§§§暴§§篶§羅 §鰭 羅 §難 §§§馨§§§難 §§馨1騰醤難 §§§§§§§§§
一一一 一!あ ら

ゆる人間が同 ・の考えを持っように強いられ、
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最近 、英国での狂 牛病 が大 きな話題 となってい る、、

狂牛病の原因 はプリオンと呼 ばれる病原体だ と聞 く、,

これ を聞 いて、マ イケルクライ トンの ロ ス トワー ル

ドが思 い川 された.ジ 」ラシックパー クで創造 され

た肉食恐 竜は、プリオンに汚染 された羊の肉 よ り抽

出 した蛋白 エキ スを餌 として与 えられたため に、食

物連鎖的 に病気 が蔓延 し、生態 系の崩壊 につ ながっ

たとす る物語で ある。 この話 の中で 、 ヒ トは 種 の

破壊的病原体 であ り、 世界中の生物 を滅 ぼ し生物進

化 を次の世代 に押 し進 め る原因 になると批評 してい

るり

1:物 の進化 は小集団のみで ・】'能であ り、集団 が大

きくなればな るほど革新的 な創造 は極 めて困難 とな

裁,現 実 にマ スメデ ィアの発達 は世界の集団化、均

質化 を促進 し、 多様性 と りわけ知的 多様性 が消滅 し、

ヒ トは種 として終 焉へ と導 かれるof能 性 が示 されて

い る、,どこか最近のマ スメデ ィアに対す る非難 と符

合するよ うに感 じられる、,コンピコー ダーによ るイ

ン ター ネッ トによ りもた らされる情 報の氾濫 によ り、

その結 果と して 多様性が消失 し文化的停滞 がもたら

される可能 性 も否定で きなし㌔ 時 々刻 々進歩 してい

る医療技術、研究 テ クノロジーの分野 においては、

最新の情報 を取得 す ることは極 めて重 要であ る、、

情 報 を制す るものが勝利す るとも言 われ る。 しか

し、情報 にと らわれす ぎることによ り、ヒ トの知(1勺

多様性 が失 われ、同 じものσ)見方 、考え方が横行す

る危険性 がある,,医 学 も本質は、真実の探 求 にあ り、

疾病 の病因 、病態 を解明 し治療法 、予防法 を兄いだ

す ことが最終 目標 であろ う。 しか し、真実 を兄極 め

ることは容 易で はなく、n前 に普遍的 に正 しい と

信 じられていたことが、今では非科学的で あると結

論 されてい る場合 も多い,,特 に、医学の領域では数

年前の定説 が覆 され ることも しばしばで ある、,した

がって、10年 先の未 来で さへ 、現 在のテ クノロジー

が極 めて滑稽 に映 ることが容易 に推測 される・ しか

し、その時点で信 じられていることも、おそ らく真

実 か らかけ離 れたその時 点の仮説 にす ぎないのでは

ないだろ うか。すべての ヒ トが1司 ・の情報 に暴露 さ

れ ることは、 ときに真実か ら離 れた方向 に進 むこと

を強い る・∫能性 もある。 あ る先生 に茜われた[「私は

真実 を知 りたい。君 も真実 を知 りたいだ ろ う』 とい

う言葉 が思 い出 され る。

コンピュー ターN寺代 に取 り残 された者のた わごと

と聞 き流 して いただ きたい1,

(産婦 人科学講座 助教授)
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